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鹿児島県屋久島の四万十層群の堆積構造
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　　The　strata　ofprobable　P乱leogene　age　which　belong　to　the　Shim＆nto　Group　are　exposed

along　the　coast　of　Yaku－shima，Kagoshima　Prefbcture．They　surround　in　a　ring－shape　a　round

granite　mass　which　is　intruded．into　them　and　occupies　the　major　part　ofthe　island．

　　　　　　They　are　divided　into　the　following　four　formations　by　Isamu　HAsHIMoTo（1956）ンthat

is，ln　ascending　order　the　Mugio，the　Funayuki，the　Miyanoura　and　the　Iss6Formations。The

Iss6Formation　overlies　the　Miyanoura　Formation　with＆n＆ngular　unconformity．The　writers

consider　at　present　that　the　Iss6Formation　is　to　be　excluded£rom　the　Shimanto　Group・These

£ormations　generally　strike　northeast　and　dip　steeply．The　Mugio　and　Miyanoura　Fomations

are　Hysch　type　deposits　consisting　ofsandstone　and　mudstone，The　two　fbrmations　are　in飴rred

to　be　turbidite　from　the　following　facts：graded　bedding　is　conspicuous，ripple　mark　and．

Iarge　cross　lamination　are　rare，small－scaled　current　ripple　lamination，ripple　cross　lamina－

tion　and　sole　mark　are　seen，fossils　except　Ichnofbssils　are　lacking，conglomerate　is　poor，con－

spicuous　slumping　structure　is　often　observed，total　thickness　of　the　two　formations　attains　to

as　large　as3，000meters。

　　　　　　The　typical　sandstone　bedりwhich　shows　intemal　structures　of　flysch　type　deposits，is

composed　of　the　following　six　units：in　ascending　order，grading，para11el　lamination，ripple

cross　lamination，convolute　Iamination，ripple　cross　lamination，and　paralle11＆mination

part。Howeverンthe　sandstone　which　contains　all　the　units　above－mentioned　is　practically　not

common。That　is，most　of　the　sandstone　beds　are　composed　of　the　two　or　three　units，1acking

the　top　and／or　bottom　parts，

　　　　　　In　the　Miyanoura　Formation，sole　mark　at　the　bottom　ofsandstones　and　ripple　cross

Iamination　at　the　top　indicate　two　different　current　directions，that　is，current　from　north　and

current　from　south　or　westsouthwest．The　sedimentary　structures　which　indicate　a　current

from　north　are　more　abundant　than　those　which　indicate　a　current　from　south　or　westsouth－

west，Therefbre，the　material　of　the　sandstone　was　transported　mostly　from　the　north　and

partly　from　the　south，

　　　　　　A免w　pebbles　of　orthoquartzite　were　found　at　four　points　in　the　conglomerate　of　the

IssδFormation．且owever，no　sedimentary　structures　could　be　observed　in　this　formation。

Therefore，it　is　difHcult　to　conclude£rom　the　data　obt＆ined　up　to　the　present　whether　the　south

continents　as　presumed　by　HARADA　and　others（1970a。b，1972）existed　on　the　Paci且c　Ocean

side　or　not．
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欝灘岩部層｝一暴難多饗難慰騨
融議部層／　層欝穿は盛蕪）
第2図　屋久島時代未詳層群の地質略図（橋本勇，1956に基づき一部改作）

第1表　屋久島の時代未詳層群の層序区分（橋本勇・1956）

四

万

十

層

群

一　湊　累　層

宮之浦累層

矢筈岳頁岩砂岩部層　（500m十）
上部SS＞Si。alt

下部Si・Sh×

　　　　　　　　一湊礫岩部層（150～300m）　Cg＞SS

　　　　　　　　　一一一一　一一～傾斜不整合　 一一一一～一一一～～一一一～（一湊不整合）

　　　　　　　　楠川頁謙砂椴澱S　鯨壕砂憲SS＞》＞GSh・Si

　　　　　　　　（警占88畿齢）≦鯖融霜　（警188雛齢）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係不明（断層）
船行累層（数100m，おそらく700～800m）Sh・Si＞SS＞db・・alt＞rSh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関　係　不　明

麦生累層（数100m）　　　　　　　　Sh・Si＞SS＞alt

Cg：礫岩　　SS：砂岩　　Si：シルト岩

質変質玄武岩　　×：生痕と環虫類化石

Sh：頁岩　　CSh　i炭質頁岩　　rSh　i赤鵜色頁岩　　alt：砂岩頁岩互層　　db＝粗粒玄武岩

》，＞量の多少を表わす　　（一湊不整合の下位の地層を一括して四万十層群とした）
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α→f　第4図の凡イ列に同じ

　　　　　　（C）
　　　　　　　　　　　　　　　（d）

宮之浦海岸でみられる宮之浦累層の層序柱状図

（上下関係は左から右に向かって下位層となる〉
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湊不整合）の関係注3）で接し，また，一湊礫岩部層と上

位の矢筈岳頁岩砂岩部層の2部層に分けられる。

　一湊礫岩部層　本部層は矢筈半島のつけねから一湊市

街の南方にかけて露出する礫岩層で，層理は不明瞭であ

り，したがって，斜層理の存在もはっきりしない。その

層厚は約300mである（Plate39）・

　礫岩の礫は細礫から巨礫に至るまで顕著に発達し，概

して基底に近い方が礫も大きい．礫種には，明らかに先

第三系のものであるチャート・花嶺閃緑岩・流紋岩・変

質流紋岩・硬砂岩および，わずかながらorthoquartzite

があり，これは，いずれも硬質岩であるのにかかわらず

よく円磨され，亜円礫～円礫である．それら古期岩の礫

の大きさは直径数cmのことが多いが，大きいものは10

数cmに達することもある．

　これに対して砂岩・泥岩の礫は一湊不整合下位の宮之

浦累層以下の諸累層を構成するものであることは明らか

で，形は角礫～亜角礫で，大きさは巨大で，その量も多

く，淘汰不良で，そのうち砂岩礫には長径150cmに及

ぶものもある．要するに礫種には屋久島付近では見られ

ない先第三系の古期岩のものと，一湊不整含下位の比較

的新しい四万十層群から由来したものとが混在している

ことが注目される．

　矢筈岳頁岩砂岩部層　本部層は矢筈半島の中部から先

端の燈台にかけて露出し，その層厚は500m以上とされ

ている．砂質礫岩からなり，斜層理は見当たらず，淘汰

不良で，まれに砂質泥岩の部分に小規模な葉理をみるこ

とがあり，級化現象を示すこともある．礫種は下位の一

湊礫岩部層とほとんど変わらないが，その大きさは小さ
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第6図orthoq臓rtzite礫採取地点

く，直径1～2cmのものが多く，大きいものでも，そ

の直径約20cm位である．基質は主として粗粒の砂から

なっている．

　Orthoquartziteの礫の産出は非常にまれで，その発見

につとめたにもかかわらず，今圓の調査でも，わずかに

4カ所でみいだしたにすぎない．その色は灰～暗灰色

で，石英以外の砂粒はほとんど認められない．2次的石

英の成長を明瞭にしめすdust　ringを保存したものは一

湊東方で産出したにすぎない．

　なおorthoquartziteの礫の供給方向を知る目的で，そ

の礫の産出した付近の地層（礫岩層・粗粒砂岩層）中に

斜層理やimbricate構造がみいだされるかどうかを重点

的に調査した．さらに礫の岩種別において，地域によっ

て，礫の大きさの変化および礫量の変化などについての

規則性についても着目した．しかしながら以上のいずれ

においてもその供給方向を知る手がかりをつかむことは

できなかった．

地質構造

　四万十層群の地質構造は，地層が海岸に細長く露出し

ているにすぎないので，その詳細は明らかでないが，橋

本（1956）によると楠川一小島断層によりA・B・Cの

3区に分けられ，それぞれ特異な方向性を示す。

　A区域内の走向はN25～35。Eがきわめて優勢で，傾

斜方向はNWが優勢，傾斜角はNW傾斜の地層の大部分

が600以上，S　E傾斜のものではほとんど70。以上であ

る．

　B地域内の走向はN55。E～E－Wがかなり優勢で，傾

斜方向はNWがやや優勢，傾斜角はNW傾斜もS　E傾斜

も大部分40。以上で，A・C両区域に比べてゆるい，

　C地域内の走向はN10～25。Eがかなり優勢で，傾斜

方向はNWがきわめて優勢，傾斜角はNW傾斜のものは

ほとんど60。以上，S　E傾斜のものの大部分が70Q以上を

示す．

　摺曲はN’E－SW方向のものがかなりあるが，橋本

（1965）が一部に小規模の同斜摺曲が多く，その摺曲軸

間隔が数10cmないし数10mにわたり，そのため地層が

往々たたみ込まれたような外観を呈し，逆転することも

ある……とのべてV・るが，これらのなかにはslumping

によるものがかなりみられるようである．したがって逆

転層も種子島の熊毛層群（長浜，1968）に比べて少な

い．

　断層にはNE・NNEおよびNW系の3系統の正断層
があるほか，ときに小規模の衝上断層も見られる。

注3）種子島の熊毛層群と茎永層群との間の傾斜不整合に相当する．
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